
■品質方針
　東亜建設工業株式会社は、当社の社是・三則に基づき、
以下の品質方針を定める。

品質向上、環境との調和をめざして 外部審査および内部監査

■外部審査
　品質と環境を同時期に行なう複合審査としました。

■内部監査

■環境方針
　地球と共生するための知恵と技術を磨き、自然との調
和を図り、健全で恵み豊かな環境を子孫に残すため、以
下の環境方針を定める。

■教育・啓発活動
　品質／環境マネジメントシステムを効果的に活用し、
より効率的事業活動が展開できるよう、2009年度は次の
教育･啓発活動を行ないました。

■品質／環境マネジメントシステム体制

若手社員への品質 /環境マネジメントシステム研修

株主・投資家・マスメディアなどステークホルダーに向けての情報発信は
適切な情報開示の観点からも重要なものと考えています
当社では、経営方針や会社の業績、新技術の開発などを、さまざまなツールを通して開示しています

品質方針と環境方針に基づき、品質／環境マネジメントシステム（ ISO9001／14001）の運用によって
PDCAサイクルを活用した業務の継続的な改善ならびに環境との調和を図り

より効果的･効率的な事業活動を展開しています

　（2010年 5月24日改訂）

　（2010年 5月24日改訂）

審査登録機関：JAB認定機関
実施日：2009年 9月9日～11日

重大な不適合（改善指摘A） 

軽微な不適合（改善指摘B） 

観察事項（不適合ではない指摘） 

充実点（優れた事項）
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実施日：2009年 4月～2010年 3月

重大な不適合

軽微な不適合

修正を要求する不適合

0件

0件

38件

0件

0件

43件

審
査
結
果

136回 　132回　実施回数　

31名

21名

38名

16名

253名

活動内容　 人数

内部品質監査員養成研修　　　　　　　

内部環境監査員養成研修　　　　　　　

若手社員への品質／環境マネジメントシステム研修

内部品質／環境監査員グレードアップ研修

e-Learning/ISO14001    

❶ 高い技術力により､良質な施工と製品を提供し顧客の信頼を得る。
❷ 法令および規制等を順守するとともに顧客の要求にこたえる。
❸ 品質マネジメントシステムを活用して業務を継続的に改善する。

❶ 環境法令および規制等を順守する。
❷ 継続的改善活動を通して環境負荷の低減、生物多様性の保全、
　 環境汚染・建設公害の防止および予防に努める。
❸ 環境保全・創造に役立つ研究・開発の推進および環境配慮活
　 動に積極的に取り組み、さらに地域社会との交流などの自主的
　 活動を通して社会に貢献する。　
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品質／環境マネジメントシステム
Management System

ステークホルダーとのかかわり
Infomation for Stakeholder

品質 環境　

品質 環境　

　機関投資家・アナリスト・マスコミを対象としたI R説明
会を、本決算と第２四半期決算時に開催しています。ま
た、中期経営計画など会社の経営方針に関する説明会
も適宜開催しています。
　2010年3月期に関しては、第2四半期決算、本決算の説
明会を開催したほか、本決算の説明会と同時に、2010年
度を初年度とする「新中期経営計画」の説明会を開催し
ました。「中期経営計画」の説明会資料については、ホー
ムページにも掲載し、幅広いステークホルダーに開示し
ています。

I R説明会の開催

　株主の皆様には、毎年、６月末に開催している株主総
会招集通知の添付書類「事業報告」に該当事業年度の
業績を記載しているほか、株主総会開催後、ダイジェスト
版として「報告書」を送付しています。
　また、ホームページの株主・投資家情報における決算
短信、有価証券報告書の掲載や、海外のステークホル
ダー向けに制作したアニュアルレポートなどを通じて情報
開示に努めています。

さまざまな情報発信ツール

　1999年11月に開設したホームページのリニューアル
を、2009年 11月に行ないました。
　今回のリニューアルでは、情報開示、顧客サポートの
視点から、株主・投資家情報、東亜の技術のページの
充実を図り、決算説明会資料の掲載や保有技術の大幅
な追加掲載を行ないました。また、学生向けの採用情
報ページも新たに開設し、幅広いステークホルダーに向
けた情報発信ツールとしての機能を充実させています。
　ステークホルダーと当社をつなぐ情報発信の重要な
ツールとして、今後も改善に努めていきます。

ホームページをリニューアル

2010 年 3月期 本決算・新中期経営計画 説明会

アニュアルレポート 2009

TOA146号 新聞・雑誌広告

2009 年度の主な技術開発リリース

・深層混合処理船「黄鶴」を建造 

・曳航式海底測量システム「ベルーガ・ディープ」を開発

・薄層浚渫を効率的に行なう「ワイドグラブバケット浚渫工法」を開発

・潜水士の減圧症を予防する「減圧管理システム」を開発 
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建設技術展2009近畿

　毎年、各地で開催される建設技術フェアや環境展示会
に出展しています。
　当社保有の技術のＰＲ
の場であるだけではなく、
安全・安心な社会をつく
る建設産業の重要性や魅
力をアピールすることで、
一人でも多くの来場者に
理解と信頼を深めてもら
う場となっています。

建設産業の重要性と魅力をＰＲ

各部署・作業所

支店長／事業部長

管理責任者


